
43.6％
32.8％

18.4％
5.2％

歯科
医科診療所

６
％
な
の
に
対
し
、
歯
科
で

は
68
・
１
％
と
医
科
と
比
べ

24
・
５
ポ
イ
ン
ト
と
大
き
な

違
い
を
示
す
結
果
と
な
っ
た

　
　
　
。
こ
の
結
果
だ
け
で

判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

医
科
で
は
、
地
域
医
療
の
崩

壊
に
繋
が
り
か
ね
ず
、
安
易

に
休
診
で
き
な
い
こ
と
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。

　
歯
科
に
お
い
て
は
、ス
タ
ッ

フ
や
患
者
へ
の
感
染
や
診
療

室
が
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
源

と
な
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ

な
ど
の
理
由
が
一
般
的
に
考

え
ら
れ
る
が
「
一
旦
休
診
す

る
」
と
の
回
答
者
の
中
に
は

「
非
常
に
神
経
質
に
な
っ
て
診

療
し
て
い
る
」「
当
面
、
診
療

も
控
え
る
。
経
営
的
に
厳
し

く
な
る
が
状
況
の
推
移
を
見

守
る
」
な
ど
の
意
見
も
あ
っ

た
。
　
　
　

 
◇　

◇　

◇

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
診
療
を
継

続
す
る
上
で
、
医
療
衛
生
材

料
の
安
定
供
給
は
必
定
で
あ

り
、
本
会
は
、
国
や
自
治
体

に
対
し
安
定
供
給
の
体
制
整

備
を
求
め
て
い
く
。

す
る
よ
う
通
知
を
発
出
し
た
。

感
染
機
会
を
防
ぎ
、
医
療
従

事
者
の
健
康
を
守
り
、
地
域

の
歯
科
医
療
提
供
体
制
の
維

持
の
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、

歯
科
医
療
の
縮
小
に
よ
っ
て

国
民
の
全
身
の
健
康
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
。
本
会
は
、

定
期
的
な
受
診
が
必
要
な
患

者
に
は
受
診
控
え
を
し
な
い

よ
う
啓
発
に
努
め
て
い
く
。 

　
さ
ら
に
、
患
者
の
減
少
が

経
営
に
与
え
る
影
響
は
大
き

く
感
染
の
終
息
も
見
通
せ
な

い
状
況
を
鑑
み
、
本
会
は
本

紙
に
掲
載
の
通
り
、
政
府
・

道
に
対
し
医
業
収
入
が
減
少

し
た
医
療
機
関
へ
の
経
済
支

援
措
置
を
講
じ
る
よ
う
要
請

し
た
。

　
「
診
療
に
つ
い
て
診
療
時
間
、

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
で
患
者
数
の
変

化
は
」
の
設
問
に
対
し
、
医

予
約
管
理
、
治
療
内
容
な
ど

の
受
診
制
限
は
」
の
設
問
に

つ
い
て
は
、
医
科
（
診
療
所
）

で
は
「
し
て
い
る
」
と
の
回

答
が
34
・
８
％
だ
っ
た
の
に

対
し
、
歯
科
で
は
20
・
４
％

で
、
歯
科
診
療
に
お
い
て
は

約
８
割
で
特
別
な
対
応
を
と

っ
て
い
な
い
と
の
結
果
と
な

っ
た　
　
　
　
　

   

。

　
医
療
衛
生
材
料
の
備
蓄
状

況
に
つ
い
て
は
医
科
で
71
・

８
％
、
歯
科
で
は
63
・
４
％

が
マ
ス
ク
の
不
足
を
訴
え
て

い
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の

消
毒
薬
に
つ
い
て
も
、
医
科

で
58
・５
％
、歯
科
で
は
68
・

６
％
が
足
り
な
い
と
回
答
し

て
お
り
、
医
科
歯
科
と
も
に

マ
ス
ク
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど

の
消
毒
薬
等
、
感
染
防
止
対

策
上
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

医
療
材
料
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た

　

   

。

　
「
患
者
が
診
療
後
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
と

判
明
し
た
場
合
」
の
設
問
に

つ
い
て
は
「
一
旦
休
診
す
る
」

が
医
科
（
診
療
所
）で
は
43
・

　
歯
科
で
は
、
飛
沫
感
染
等

防
止
の
観
点
か
ら
厚
労
省
は

歯
科
医
療
機
関
に
対
し
、
感

染
拡
大
対
策
と
し
て
緊
急
性

の
な
い
治
療
の
延
期
や
応
急

処
置
に
止
め
る
こ
と
も
考
慮

科
（
診
療
所
）
で
は
「
減
っ

た
」
と
の
回
答
が
86
・
８
％

だ
っ
た
一
方
、歯
科
で
は
73
・

３
％
で
、
13
・
５
ポ
イ
ン
ト

低
い
結
果
と
な
っ
た　
　
　

　
　
　
。

・
左

北 海 道 保 険 医 新 聞

　
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発

出
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
爆
発
的
拡
大
を
食
い

止
め
、「
医
療
崩
壊
」
を
阻
止

す
る
た
め
だ
。
病
床
が
不
足

し
、
医
療
従
事
者
が
疲
弊
し

て
、
一
般
診
療
に
も
波
及
し
、

日
本
の
医
療
は
機
能
不
全
に

陥
り
か
ね
な
い
▼
し
か
し

「
医
療
崩
壊
」
へ
の
道
は
、

１
９
８
０
年
代
か
ら
の
医
療

費
抑
制
政
策
に
よ
り
す
で
に

始
ま
っ
て
い
た
。
保
健
医
療

支
出
は
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
10
・
９

％
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
36
か
国
中
、
下

か
ら
６
番
目
だ
。
そ
し
て
、

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
は
４

回
連
続
の
実
質
マ
イ
ナ
ス
で

あ
る
。
地
域
医
療
は
新
臨
床

研
修
制
度
で
荒
廃
し
、
病
床

は
地
域
医
療
構
想
で
削
減
さ

れ
る
▼
国
民
の
命
よ
り
財
政

を
優
先
さ
せ
る
拙
劣
な
医
療

政
策
に
よ
る
こ
の
根
本
的
崩

壊
の
上
に
、
場
当
た
り
的
対

応
が
加
わ
り
、
新
た
な
急
性

期
型
崩
壊
を
も
た
ら
し
た
と

言
え
る
▼
今
日
は
こ
ど
も
の

日
、
端
午
の
節
句
だ
。
５
月

は
雨
季
の
入
り
口
、
病
気
に

か
か
り
や
す
い
と
さ
れ
た
。

古
来
、
菖
蒲
な
ど
の
薬
草
を

摘
み
、
薬
玉
を
作
っ
て
身
の

穢
れ
を
祓
い
、
健
康
と
厄
除

け
を
祈
願
し
た
。
次
代
を
担

う
こ
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
制
度
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。「
医
療
崩
壊
」
を

阻
止
す
る
の
は
我
々
の
責
務

だ
。

加藤 康夫

（
Ｙ
Ｋ
）

2020年（令和2年）5月5・20日

　
本
会
は
、会
員
を
対
象
と
し
た「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
影
響
調
査
」等
を

実
施
し
、調
査
結
果
を
前
号
で
紹
介
し
た
。ま
た
同
時
に
本
結
果
を
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
す
る
と

と
も
に
安
倍
首
相
等
に
対
し
て
診
療
体
制
確
保
の
た
め
の
要
請
書
を
提
出
し
、医
療
現
場
の

現
状
を
伝
え
緊
急
支
援
を
要
請
し
た
。今
号
は
、同
調
査
に
お
け
る
歯
科
会
員
の
調
査
結
果
を

中
心
に
概
説
す
る
。

医
科
歯
科
と
も
に

　
　
患
者
大
幅
減

医
療
衛
生
材
料
の

　
　
安
定
供
給
を

（1）第927・928号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）

　
本
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
関
し
て
、

現
場
の
診
療
体
制
、
患
者
動

向
等
の
調
査
を
行
っ
た
。

　
調
査
で
は
、
医
療
衛
生
材

料
の
不
足
、
補
充
の
目
途
が

な
い
こ
と
や
、
患
者
の
受
診

控
え
が
起
こ
っ
て
お
り
、
疾

病
の
重
症
化
に
繋
が
り
か
ね

な
い
こ
と
な
ど
が
判
明
し
た
。

調
査
結
果
を
受
け
て
本
会
は
、

４
月
15
日
付
け
で
安
倍
首
相
、

加
藤
厚
労
大
臣
、
鈴
木
北
海

道
知
事
に
対
し
、
国
や
道
に

よ
る
迅
速
で
的
確
な
支
援
を

要
請
し
た
。

　
要
請
は
①
医
療
衛
生
材
料

の
速
や
か
な
確
保
と
医
療
機

関
へ
の
供
給
②
発
熱
患
者
へ

診
療
を
行
う
診
療
所
に
、
防

護
服
等
を
供
給
し
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
等
の
実
施
判
断
は
、
主
治

医
と
の
連
携・協
議
を
す
る
こ

と
③
定
期
受
診
が
必
要
な
患

者
に
対
し
、受
診
控
え
を
防
止

す
る
た
め
の
対
策
の
実
施
④

外
来
患
者
の
減
少
等
に
よ
り

医
業
収
入
が
減
少
し
た
医
療

機
関
に
対
し
て
経
済
支
援
措

置
を
講
ず
る
｜
の
４
項
目
。

　
本
会
は
、
引
き
続
き
医
療

現
場
の
現
状
改
善
の
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
く
。

医
療
現
場
に
緊
急
支
援

政
府
・
道
へ
要
請

図
1
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解
説
「
新
型
コ
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ナ
ウ
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」
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読
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を
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、消
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足

図1 外来患者数の変化と診療上の受診制限

新型コロナウイルス感染症に
関する取扱い

加入者のみなさんへのご案内

　新型コロナウイルス感染症は、給付の対
象となる疾病に該当します。確定診断だけで
はなく、その疑いとして病名が付されて休業
する場合も考えられます。休業に至る経緯と
して「疑い病名」が付された場合でも、第三
者の医師から一定期間休業を要する旨の医
療証明書が提出され、給付要件を満たして
いれば、給付の対象になります。

※今回の募集期間に申し込みをされた場合、疾病に対する
　保障は2020年11月1日以降に発病したものが対象になり
　ます。

　緊急事態宣言を受け、当面業務縮小を行
うため、５月５・２０日号を合併号でお送り
いたします。その間の医療情報等について
は、本会ホームページやニュースレター等で
ご確認ください。
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医
療
機
関
へ
の
影
響
把
握

の
調
査
第
一
弾
と
し
て「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
伴
う
医
療
経
営
の
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
３
月
初
め
に

　
本
会
は
道
内
の
病
院
に
対

し
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
伴
う
医
療

経
営
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実

施
。
約
８
割
も
の
医
療
機
関

が
経
営
に
直
撃
す
る
と
回
答

し
た
ほ
か
、
マ
ス
ク
、
消
毒

液
な
ど
の
衛
生
材
料
不
足
に

困
惑
す
る
多
数
の
声
が
寄
せ

ら
れ
た
。（

中
略
）

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

日
本
で
も
入
院
患
者
等
の
急

増
に
よ
る
「
医
療
崩
壊
」
が

危
惧
さ
れ
は
じ
め
、
入
院
医

療
提
供
体
制
等
の
整
備
に
つ

い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
今
後
重
要
な
こ
と
は
、

地
域
医
療
を
確
保
し
つ
つ
感

染
拡
大
の
防
止
に
全
力
を
挙

げ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
罹
患
者
を
診
療
し
な
い

一
般
の
医
療
機
関
は
、
外
来
・

入
院
と
も
に
患
者
が
減
少
し

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
伴
う
道
内
の
病
院
に
関

す
る
影
響
調
査
【
速
報
】」

　
本
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う

道
内
の
病
院
の
診
療
体
制
や

経
営
へ
の
影
響
等
を
調
査
す

る
た
め
、
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
速
報
と
し
て
と

り
ま
と
め
た
。

　
調
査
対
象
は
道
内
２
９
１

病
院
の
う
ち
１
４
６
病
院
か

ら
回
答
を
得
ら
れ
た
（
回
収

率
50
・
２
％
）。
回
答
結
果
か

ら
は
、
約
９
割
の
病
院
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す

る
「
特
別
な
対
応
」
を
と
っ

て
お
り
、
約
６
割
の
病
院
で

「
外
来
受
診
の
制
限
」
を
行
っ

て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
発

熱
患
者
の
隔
離
や
予
約
制
の

診
療
な
ど
の
ほ
か
、「
発
熱
症

状
の
あ
る
新
患
は
受
診
を
断

る
」
と
の
回
答
も
あ
り
、
医

療
現
場
で
対
応
に
苦
慮
し
て

い
る
実
情
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。ま
た
、「
入
院
患
者
の
受
け

入
れ
を
制
限
し
て
い
る
」
と

の
回
答
は
約
４
割
あ
り
「
見

舞
い
の
制
限
を
し
て
い
る
」

は
97
・
３
％
と
ほ
ぼ
全
て
の

病
院
で
対
応
が
取
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
経
営
へ
の
影
響
で
は「
３
月

の
医
業
収
入
が
減
収
見
込
み
」

が
８
割
を
超
え
、
患
者
の
受

診
控
え
が
起
こ
っ
て
お
り
、

医
療
経
営
に
と
っ
て
は
大
き

な
打
撃
に
な
る
こ
と
は
確
実

で
あ
る
。
ま
た
、
定
期
受
診

が
必
要
な
患
者
も
、
受
診
控

え
に
よ
り
病
状
が
悪
化
す
る

懸
念
が
あ
り
、
感
染
者
以
外

の
患
者
へ
の
対
応
も
速
や
か

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
中
で
は
、

マ
ス
ク
、
消
毒
液
の
不
足
を

訴
え
る
切
実
な
声
が
非
常
に

多
く
、
事
態
は
深
刻
で
あ
る
。

医
療
物
資
や
マ
ン
パ
ワ
ー
の

不
足
は
医
療
機
能
を
維
持
す

る
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
だ
。

国
、
自
治
体
等
に
よ
る
、
実

効
性
の
あ
る
早
急
な
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
連
し
た
調
査
の
第
二
弾
と

し
て
、本
会
会
員
を
対
象
に
３

月
25
日
か
ら
４
月
８
日
（
歯

科
４
月
10
日
）
の
期
間
で
調

査
を
実
施
し
た
。

●
本
会
新
聞
４
月
20
日
号
１

面
記
事
再
編

　
本
会
は
、
先
に
実
施
し
た

道
内
病
院
対
象
の
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
病
院
緊

急
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
続
き
、

会
員
を
対
象
と
し
た
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
伴
う
影
響
調
査
」
と
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に

関
す
る
検
査
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

等
）
及
び
マ
ス
ク
・
消
毒
薬

等
に
関
す
る
調
査
」
の
２
つ

の
調
査
を
実
施
し
た
。

　
そ
の
中
で
「
感
染
が
疑
わ

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
検
査

を
拒
否
さ
れ
た
事
例
」や「
マ

ス
ク
、
消
毒
液
等
の
不
足
に

対
す
る
切
実
な
訴
え
」
等
、

困
惑
す
る
医
療
現
場
の
実
態

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

（
中
略
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
が
疑
わ
れ
、
保
健
所
等
に

検
査
の
必
要
性
を
指
摘
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
拒
否
さ
れ

た
件
数
は
本
調
査
で
も
延
べ

１
０
０
事
例
を
超
え
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
道
内
で
も
現
場
の
医
師
の

判
断
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
に

繋
が
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
相
当

数
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
結
果

と
な
っ
た
。

　
医
療
用
マ
ス
ク
に
つ
い
て

は
「
足
り
て
い
な
い
」
が
７

割
強
で
、
さ
ら
に
「
補
充
の

予
定
が
な
い
」
も
約
８
割
と

深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

消
毒
液
に
つ
い
て
も
同
様
の

結
果
と
な
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト

へ
の
意
見
で
も
マ
ス
ク
、
消

毒
液
等
の
不
足
に
対
す
る
切

実
な
訴
え
が
多
数
を
占
め
た

（
歯
科
に
つ
い
て
は
、
本
紙
１

面
参
照
）。

　
本
会
は
、
こ
う
し
た
状
況

を
早
期
に
改
善
す
る
た
め
、

内
閣
総
理
大
臣
及
び
厚
生
労

働
大
臣
、
北
海
道
知
事
に
対

し
緊
急
要
請
を
行
う
と
と
も

に
今
後
も
医
療
現
場
の
声
を

反
映
し
た
対
策
が
講
じ
ら
れ

る
よ
う
働
き
掛
け
を
強
め
た

い
（
１
面
参
照
）。

●
４
月
14
日
付
け
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
概
要

　
「
疑
い
患
者
の
検
査
拒
否 

１
０
０
例
超
、
６
割
以
上
が

『
発
熱
患
者
で
も
制
限
な
く
診

療
』、
マ
ス
ク
、
消
毒
液
の
供

給
に
不
安
の
声
【
速
報
】」

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
伴
う
影
響
調
査（
医

科
診
療
所
対
象
）

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
特
別
な
対
応
を
と
っ

て
い
る
」
と
の
回
答
が
６
割

弱
で
、
マ
ス
ク
、
ゴ
ー
グ
ル

の
使
用
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

の
徹
底
、
発
熱
患
者
の
分
離

な
ど
の
対
応
が
主
に
と
ら
れ

て
い
た
。
ま
た
、
発
熱
患
者

な
ど
「
外
来
患
者
に
対
し
受

診
制
限
」
を
行
っ
て
い
る
診

療
所
は
３
割
強
あ
っ
た
が
、

６
割
強
の
診
療
所
で
は
特
に

制
限
を
設
け
ず
、
感
染
リ
ス

ク
に
曝
さ
れ
な
が
ら
も
通
常

の
診
療
体
制
を
継
続
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
ま
た
、
患
者
か
ら
感
染
者

が
出
た
場
合
「
一
旦
休
診
す

る
」
と
の
回
答
は
４
割
強
で
、

職
員
か
ら
感
染
者
が
出
た
場

合
は
７
割
強
、
院
長
自
身
が

感
染
し
た
場
合
は
８
割
強
の

結
果
と
な
り
「
代
診
を
依
頼

し
て
診
療
を
続
け
る
」
は
わ

ず
か
１
割
弱
で
あ
っ
た
。
仮

に
医
療
資
源
の
少
な
い
地
域

で
医
療
従
事
者
の
感
染
が
起

こ
る
と
、
地
域
医
療
そ
の
も

の
が
機
能
不
全
に
陥
る
危
険

性
も
あ
る
。
さ
ら
に
「
外
来

患
者
数
が
減
っ
た
」
と
の
回

答
は
約
９
割
に
上
り
経
営
へ

の
影
響
は
深
刻
で
あ
る
。
患

者
の
受
診
控
え
も
終
わ
り
が

見
え
ず
、
医
療
機
関
に
対
す

る
経
済
的
な
支
援
対
策
も
必

要
だ
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
に
関
す
る
検
査
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
等
）
及
び
マ
ス
ク
・
消

毒
薬
等
に
関
す
る
調
査
（
医

科
会
員
対
象
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
疑
わ
れ
、
保
健
所
等

に
検
査
の
必
要
性
を
指
摘
し

た
に
も
関
わ
ら
ず
拒
否
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
と
の
回
答
は

本
調
査
で
も
62
件
（
延
べ
１

１
１
事
例
）
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
っ
た
。
検
査
を
拒
否
さ

れ
た
理
由
と
し
て
は
「
海
外

渡
航
歴
、
居
住
歴
が
な
い
」

が
一
番
多
く
、
続
い
て
「
感

染
者
、
渡
航
者
と
の
濃
厚
接

触
が
な
い
」「
集
中
治
療
の
必

要
が
な
い
」
が
上
げ
ら
れ
て

い
た
。
道
内
で
も
現
場
の
医

師
の
判
断
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に

繋
が
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
相
当

数
あ
る
こ
と
を
示
す
結
果
と

な
っ
た
。
医
療
用
マ
ス
ク
に

つ
い
て
は
、「
足
り
て
い
な
い
」

が
７
割
強
で
深
刻
な
状
況
で

あ
る
。
消
毒
液
に
つ
い
て
も

同
様
の
結
果
と
な
り
、
マ
ス

ク
、
消
毒
液
の
不
足
に
対
す

る
切
実
な
訴
え
が
多
数
を
占

め
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
早
期
に

改
善
す
る
た
め
、
国
や
自
治

体
に
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を

も
と
に
内
閣
総
理
大
臣
及
び

厚
生
労
働
大
臣
、
北
海
道
知

事
に
対
し
緊
急
要
請
を
行
っ

た
。
　
　
　

 

◇　

◇　

◇

　
以
上
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
関
連
し
た
一
連
の

活
動
で
あ
る
。
な
お
、
調
査

結
果
の
二
度
に
わ
た
る
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
は
、
多
く
の
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
が
関
心
を
持
ち

全
国
で
報
道
さ
れ
た
。

　
本
会
は
、
今
後
も
医
療
提

供
体
制
確
保
の
た
め
の
活
動

を
継
続
す
る
。
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経
営
が
悪
化
し
て
い
る
。
ま

た
、
ウ
イ
ル
ス
罹
患
者
を
診

察
、
対
応
を
し
た
こ
と
が
後

日
判
明
し
た
場
合
は
、
対
応

し
た
医
療
従
事
者
が
診
療
制

限
を
受
け
か
ね
ず
、
風
評
被

害
が
起
こ
る
懸
念
も
あ
る
。

　
本
会
は
、
医
療
従
事
者
が

不
安
を
解
消
し
そ
の
責
務
に

全
力
で
取
り
組
め
る
よ
う
、

国
・
自
治
体
等
は
各
医
療
機

関
へ
衛
生
材
料
等
の
医
療
物

資
を
安
定
供
給
し
マ
ン
パ

ワ
ー
を
確
保
す
る
事
で
各
医

療
機
関
が
有
す
る
医
療
機
能

を
発
揮
す
る
た
め
の
環
境
整

備
な
ど
実
効
性
の
あ
る
対
応

を
求
め
る
。

●
３
月
17
日
付
け
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
文
再
編

　
「
マ
ス
ク
、
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
が
入
手
困
難
に
、
新

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

医
療
提
供
体
制
確
保
の
た
め
の
活
動
を

道
内
の
２
９
１
病
院
を
対
象

に
実
施
し
、内
１
４
６
医
療
機

関
か
ら
回
答
を
得
た
。50
・
２

％
と
高
い
回
収
率
と
な
り
、

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ

た
。

●
本
会
新
聞
４
月
５
日
号
１

面
記
事
再
編

　
感
染
拡
大
が
全
国
に
及
ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。本
会
は
、こ

れ
ま
で
、医
療
現
場
へ
の
影
響
を
把
握
す
る
た
め
会
員
等
に
二
度

に
わ
た
り
調
査
を
実
施
し
、そ
の
結
果
を
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
す
る

と
と
も
に
関
係
機
関
へ
医
療
現
場
へ
の
影
響
を
伝
え
、医
療
提
供

体
制
確
保
の
た
め
に
政
府
へ
迅
速
な
対
応
を
求
め
て
き
た
。以
下
、

本
会
の
機
関
紙
掲
載
記
事
を
中
心
に
こ
れ
ま
で
の
一
連
の
活
動
等

を
ま
と
め
概
説
す
る
。

会
員
の
ニ
ー
ズ
に

　
　
　
　
応
え
る
活
動
を

　
第
８
回
代
議
員
総
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
当
面

の
延
期
を
理
事
会
で
決
定

し
た
（
４
月
27
日
現
在
）。

今
年
度
は
本
会
の
創
立
70

周
年
に
あ
た
る
記
念
の
年

で
あ
っ
た
が
、
祝
賀
と
は

無
縁
の
多
難
な
年
度
を
迎

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

う
し
た
状
況
の
中
、
今
年

度
の
活
動
の
柱
と
し
て
主

に
以
下
の
活
動
を
進
め
る

方
針
を
示
す
こ
と
と
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

関
連
の
対
策
で
は
、
本
紙

に
別
掲
の
通
り
で
あ
る
が
、

医
療
崩
壊
の
瀬
戸
際
と
言

わ
れ
る
状
況
の
中
、
迅
速

な
情
報
提
供
、
行
政
機
関

金
の
減
額
、免
除
な
ど
、緊

急
的
支
援
措
置
こ
そ
急
務

と
し
て
求
め
て
い
き
た
い
。

　
共
済
事
業
で
は
、
会
員

メ
リ
ッ
ト
の
充
実
の
た
め
、

新
た
に
団
体
扱
い
の
損
保

商
品
の
取
り
扱
い
を
開
始

す
る
予
定
だ
。
現
行
の
三

大
共
済
制
度
を
補
完
し
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
会
員
の

生
活
・
健
康
を
支
え
る
体

制
を
整
備
す
る
。

　
厳
し
い
状
況
下
で
は
あ

る
が
、
会
員
の
皆
様
の
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
捉
え
、
日
常

診
療
の
向
上
に
繋
が
る
よ

う
今
年
度
の
活
動
を
進
め

て
い
き
た
い
。
会
員
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
引

き
続
き
お
願
い
し
た
い
。

へ
の
要
請
活
動
等
に
さ
ら

に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　
ま
た
、
地
域
医
療
の
問

題
で
は
、
昨
年
厚
労
省
が

４
２
４
の
公
立
・
公
的
病

院
に
対
し
統
廃
合
・
再
編

の
検
討
を
求
め
た
。
と
り

わ
け
医
療
過
疎
地
区
の
多

い
本
道
で
は
、
地
域
の
救

急
・
急
性
期
医
療
が
消
滅

す
る
危
険
性
も
含
む
極
め

て
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。

民
間
病
院
へ
の
介
入
も
想

定
さ
れ
て
お
り
、
安
易
な

入
院
医
療
の
削
減
に
は
引

き
続
き
反
対
の
声
を
上
げ

て
い
く
。
奇
し
く
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で

は
受
け
入
れ
病
床
の
整
備

に
苦
心
し
て
お
り
、
地
域

の
病
床
削
減
が
進
め
ば
状

況
は
さ
ら
に
悪
化
す
る
だ

ろ
う
。
国
民
の
生
命
を
確

実
に
守
る
こ
と
を
最
優
先

し
た
医
療
提
供
体
制
を
求

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
全
世
代
型
社
会
保
障
へ

の
改
革
で
は
、
新
た
に
「
後

期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
２

割
化
」
や
「
大
病
院
受
診

時
の
定
額
負
担
」
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。
世
代
間
の

公
平
性
が
強
調
さ
れ
る
が
、

実
体
は
現
役
世
代
に
も
負

担
増
と
な
る
全
世
代
型
負

担
増
政
策
で
あ
る
。
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
巷
に
は

経
済
的
困
窮
者
、
失
業
者

が
溢
れ
る
中
、
速
や
か
な

凍
結
、
撤
回
を
行
う
と
と

も
に
、保
険
料
や
自
己
負
担

　

解　説病
院
へ
の

　
　
　  

影
響
調
査

診
療
所
を
中
心
に

　
　
　
調
査
を
実
施



保
険
料
」
と
Ｃ
Ｍ
等
の
宣
伝

費
用
を
含
め
た
制
度
維
持
管

理
の
た
め
の
「
付
加
保
険
料
」

か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
団
体
契
約
の
場
合
は
個
人

保
険
に
比
べ
、
宣
伝
費
用
が

抑
え
ら
れ
、
付
加
保
険
料
部

分
を
削
減
で
き
ま
す
。
そ
の

た
め
、
グ
ル
ー
プ
保
険
等
で

は
低
廉
な
保
険
料
が
設
定
さ

れ
、
拠
出
型
の
年
金
制
度
の

場
合
は
高
い
予
定
利
率
が
実

現
で
き
る
の
で
す
。

　
保
険
医
年
金
は
生
保
会
社

の
運
用
実
績
に
か
か
わ
ら
ず

予
定
利
率
が
保
証
さ
れ
る「
一

般
勘
定
型
」
で
運
用
し
て
い

ま
す
。
運
用
実
績
に
応
じ
て

積
立
金
が
変
動
し
、
投
資
家

が
リ
ス
ク
を
負
う
投
資
信
託

等
と
は
違
い
、
保
険
医
年
金

は
運
用
リ
ス
ク
を
生
保
会
社

が
負
い
ま
す
。
一
般
勘
定
型

は
運
用
の
結
果
次
第
で
は
配

当
が
あ
る
の
も
特
徴
で
す
。

　
保
険
医
年
金
は
制
度
創
設

当
初
か
ら
元
本
割
れ
の
恐
れ

が
少
な
い
こ
と
、
将
来
的
に

経
済
事
情
が
低
迷
し
た
時
で

も
給
付
金
を
削
減
し
な
い
こ

と
を
制
度
運
営
の
大
原
則
に

据
え
て
き
ま
し
た
。
１
９
９

０
年
代
の
バ
ブ
ル
崩
壊
、
２

０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ

ョ
ッ
ク
等
を
経
て
も
な
お
、

制
度
発
足
か
ら
50
年
以
上
、

一
度
も
加
入
者
の
積
立
金
を

削
減
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。会
員
の
大
切
な
財
産
を
守

る
た
め
、安
定
を
第
一
と
し
た

運
営
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
保
険
医
年
金
は
予
定
利
率

だ
け
で
な
く
、そ
の「
自
在
性
」

も
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
積
立
は
月
払
１
口
１
万
円

か
ら
始
め
る
こ
と
が
で
き
、

１
口
50
万
円
の
一
時
払
を
利

用
し
て
ま
と
め
て
積
み
立
て

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
積
立

中
の
急
な
資
金
需
要
に
は
減

口
が
で
き
、
掛
金
払
込
が
困

難
な
場
合
に
は
払
込
の
中
断

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
加
入
後
５
年
経
過

す
れ
ば
い
つ
で
も
年
金
と
し

て
受
取
可
能
と
な
り
、
年
金

受
取
時
に
は
受
取
方
法
を
４

種
類
か
ら
選
べ
る
の
で
、
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
た
積

立
や
受
取
が
可
能
で
す
。

　
　
　

 

◇　

◇　

◇

　
今
回
、
保
険
医
年
金
の
魅

力
を
特
集
し
て
お
伝
え
し
ま

し
た
。
お
申
込
み
は
６
月
25

日
ま
で
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

（3）第927・928号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可） 2020年（令和2年）5月5・20日北 海 道 保 険 医 新 聞

仏
像
の
ひ
み
つ

た
が
全
く
の
素
人
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
書
の
「
仏
像
た

ち
に
も
ソ
シ
キ
が
あ
る
！
」

「
仏
像
に
も
や
わ
ら
か
い
の
と

カ
タ
イ
の
が
い
る
！
」「
仏
像

も
や
せ
た
り
太
っ
た
り
す

る
！
」「
仏
像
の
中
に
は
何
か

が
あ
る
！
」
の
４
つ
の
秘
密

を
知
る
こ
と
で
一
気
に
仏
像

の
面
白
さ
に
引
き
込
ま
れ
た
。

す
ぐ
に
で
も
こ
の
目
で
確
か

め
て
見
た
い
衝
動
に
駆
ら
れ

る
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
蔓
延
し
て
い
る
今
、
そ
れ

は
叶
わ
な
い
。
収
束
を
願
う

ば
か
り
で
あ
る
。

　
本
書
を
読
み
終
え
た
後
、

全
国
に
点
在
す
る
仏
像
を
巡

る
旅
に
出
か
け
た
く
な
っ
た
。

イ
ン
ド
か
ら
中
国
へ
伝
わ
っ

た
仏
教
が
韓
国
か
ら
日
本
に

入
っ
て
き
た
の
は
飛
鳥
時
代

の
約
６
世
紀
。
仏
像
も
古
く

は
こ
の
時
代
か
ら
現
存
し
、

拝
観
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

以
前
よ
り
仏
像
に
は
様
々
な

意
味
が
あ
る
と
思
っ
て
は
い

（
Ｋ
Ｏ
）

〈
主
な
協
議・検
討
事
項
〉

①
２
０
２
０
年
度
歯
科
部
関
連
事
業
の
具
体
化
に

　
つ
い
て

　
・  （
６
／
13
）
歯
科
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
、（
８
／
29
）

　
　
歯
科
保
険
請
求
審
査
等
に
関
す
る
講
習
会
、

　
　
（
11
／
9
）
歯
科
市
民
集
会
、
の
開
催
予
定
と
、

　

  

そ
の
他
年
間
開
催
予
定
事
業
の
検
討
を
行
っ
た
。

　

  

当
面
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況

　

   

を
み
て
、
開
催
を
検
討
し
て
い
く
。

②
そ
の
他

　

 

・「
２
０
２
０
年
改
定
の
要
点
と
解
説
」
正
誤
表

　

  

に
つ
い
て

　

 

・
歯
科
疾
患
情
報
提
供
用
箋
に
つ
い
て…

変
更
の

　

  

確
認

　

 

・
金
パ
ラ
逆
ザ
ヤ
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
実
勢
価
格
調
査

　

  …

途
中
結
果

　

 

・
金
パ
ラ
「
逆
ザ
ヤ
」
の
即
時
解
消
を
求
め
る
請
願

　

  

書
名…

途
中
結
果

　

 

・（
５
／
５
号
）「
歯
科
保
険
診
療
研
究
」
原
稿
の

　

  

確
認 第

1
回
歯
科
部
担
当
理
事
会（
4
月
8
日
）

歯
科
部
だ
よ
り

社
と
団
体
契
約
し
、
リ
ス
ク

分
散
を
図
り
な
が
ら
運
営
し

て
い
ま
す
。
拠
出
金
の
運
用

は
生
保
会
社
が
そ
れ
ぞ
れ
設

定
し
た
利
率
と
そ
の
受
託
割

合
に
基
づ
き
決
定
さ
れ
、
予

定
利
率
は
１
・
２
５
９
％
と

な
っ
て
い
ま
す
（
２
０
２
０

年
１
月
１
日
現
在
）。

　
な
ぜ
こ
の
ご
時
世
に
生
保

会
社
は
高
い
利
率
を
約
束
し

て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
個
人
保
険
の
保
険
料
は
将

来
の
支
払
い
に
備
え
る
「
純

　
４
月
か
ら
保
険
医
年
金
・

保
険
医
休
業
保
障
共
済
保
険

の
募
集
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
保
険
医
年
金
は
会
員
の

先
生
か
ら
「
な
ぜ
こ
ん
な
に

利
率
が
良
い
の
か
？
」
と
訊

か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
保
険
医
年
金
の
予
定

利
率
が
な
ぜ
良
い
の
か
、
制

度
の
運
用
方
法
や
予
定
利
率

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
保
険
医
年
金
は
大
樹
生
命

等
国
内
の
生
命
保
険
会
社
６

　
山 

本 

勉 

著

朝 

日 

出 

版 

社

り
ま
す
が
、
リ
ウ
マ
チ
を
調

べ
た
い
と
受
診
さ
れ
る
方
の

８
割
は
女
性
で
、
９
割
は
リ

ウ
マ
チ
で
は
な
い
と
い
う
割

合
で
し
た
。

　
以
前
勤
務
し
て
い
た
大
学

病
院
な
ど
で
は
紹
介
患
者
さ

ん
が
多
く
、
ま
た
リ
ウ
マ
チ

の
方
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
当
院
は
街
中
で
気
軽
に

受
診
さ
れ
る
方
が
多
く
、
紹

介
患
者
さ
ん
よ
り
も
全
く
の

初
診
の
方
が
多
い
で
す
。
年

齢
の
割
合
は
中
年
女
性
が
多

く
、
更
年
期
女
性
が
大
半
で

す
。
そ
れ
ら
の
方
の
状
態
を

精
査
し
て
も
、
リ
ウ
マ
チ
に

よ
る
痛
み
で
は
な
い
こ
と
が

殆
ど
で
し
た
。
痛
み
の
原
因

は
、
多
く
が
更
年
期
、
女
性

ホ
ル
モ
ン
の
低
下
に
伴
う
関

節
痛
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
ニ

待たせない、気軽に
　　受診できるクリニック

澤向　範文 先生
札幌大通リウマチ内科　札幌市・中央区115115

略歴
　釧路市出身。1998年に産業医科大学医学部医学
科卒業、同大学病院に勤務。2007年同大学大学院
医学研究科終了後、北海道大学病院、北海道内科リ
ウマチ科病院などに努め、2019年4月札幌大通リウ
マチ内科を開業。医学博士。

　
慢
性
疾
患
の
患
者
さ
ん
が

快
適
に
病
気
と
向
き
合
う
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
今

ま
で
の
経
験
を
活
か
し
た
新

し
い
ス
タ
イ
ル
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
作
り
た
い
と
考
え
開
業

し
ま
し
た
。

―

開
業
し
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と

　
は

　
薬
が
効
い
て
良
く
な
っ
て

い
く
様
子
を
患
者
さ
ん
と
一

―

保
険
医
会
に
入
会
し
た
理
由
を

　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
保
険
診
療
の
疑
問
点
な
ど

を
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
た
た
め
、
入
会
し
ま

し
た
。

―

ご
専
門
は

　
リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
、
内
科

一
般
で
す
。

―

開
業
し
た
動
機
・
目
的
に
つ

　
い
て

緒
に
喜
べ
た
時
で
す
。

―
診
療
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
に

　
つ
い
て

　
お
待
た
せ
し
な
い
こ
と
と
、

患
者
さ
ん
の
要
望
を
し
っ
か

り
と
お
聞
き
し
、
自
分
の
意

見
も
説
明
し
、
納
得
し
た
医

療
を
受
け
て
頂
く
こ
と
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

―

ご
趣
味
は

　
ゴ
ル
フ
で
す
。

―

今
後
の
目
標
に
つ
い
て

　
患
者
さ
ん
が
増
え
た
ら
、

医
師
を
増
や
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

―

保
険
医
会
に
対
す
る
要
望
や

　
期
待

　
レ
セ
プ
ト
の
査
定
に
つ
い

て
の
情
報
を
知
り
た
い
で

す
。

―

さ
い
ご
に

　
開
業
し
て
一
年
ほ
ど
に
な

ー
ズ
、
更
年
期
関
節
痛
に
ど

う
取
り
組
む
か
が
今
後
の
課

題
と
考
え
て
い
ま
す
。

―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
開
業
さ
れ
た
ば
か
り
と
の
こ

　
と
で
、
大
変
か
と
思
い
ま
す

　
が
是
非
ご
活
躍
い
た
だ
き
た

　
い
で
す
。（
聞
き
手
　
事
務
局
田
中
）

保険医年金

保険医休業保障共済保険

4月1日～6月25日

・予定利率（最低保証利率）１.２５９％（2020年1月1日現在）
・“年金”なのに自在性が魅力！
  積立中の１口単位での解約・掛金払込の中断ＯＫ！！

・加入者が傷病によってお仕事を
  お休みされたときに給付されます。
・最長730日の長期保障！
・掛金は満期までずっと上がりません！

お問い合わせ・資料請求は北海道保険医会共済部まで

011-231-6281

［ 受付期間 ］
2020年9月1日［ 加  入  日 ］

掛金 月払：１口 １万円（通算30口まで） ／ 一時払：１口 50万円～

※疾病は2020年11月1日以降に発病したものが給付対象です。

4月1日～5月25日
［ 受付期間 ］

2020年8月1日
［ 加入日 ］ 昭和36年2月2日～昭和36年6月1日

生まれの先生はご加入のラストチャンス！

健康な時こそ
休業リスクを考えて
みてください！

健康な時こそ
休業リスクを考えて
みてください！

年金・休保募集中！！

１
．運
用
方
法
と

　  

予
定
利
率
の
特
徴

「
団
体
契
約
」だ
か
ら

「
一
般
勘
定
型
」だ
か
ら

２
．安
定
運
営
を

　
　
　
大
原
則
に

３
．積
立
も
受
取
も

　   

自
在
性
が
魅
力

共済部だより

保
険
医
年
金
の

　
　
予
定
利
率
と
そ
の
魅
力
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令和2年度診療報酬改定
疑義解釈（その1）

●
お
申
し
込
み
は
本
会
事
務
局
ま
で

新
点
数
関
連
出
版
物
の
ご
案
内

☎
０
１
１-

２
３
１-

６
２
８
１

歯科
歯科点数早見表

会員価格 500円

歯科
歯科保険診療の研究

会員価格 4,000円

医科
保険診療便覧

会員価格
※本号同封（開業会員）※本号同封

3,500円

医科
新点数運用Q&A

会員価格
※4月20日号同封（開業会員）

1,500円

医科
診療報酬常用点数
早見表

会員価格 500円
（診療所用・病院用）

医科
点数表改定の
ポイント

会員価格 3,000円

※テキストの写真は、一部は前回改定のものです。本のタイトル等、変更することがございます。

　留意事項通知の「当該管理計画に係る情報を文書により提供し、
提供した文書の写しを診療録に添付する。」について、同月に区分番
号「B000-4」に掲げる歯科疾患管理料及び文書提供加算を算定して
いる場合であって、口腔機能管理を含めた文書提供を行っている場
合に、要件を満たすものと見なして差し支えないか。

【小児口腔機能管理料、口腔機能管理料】
問

　歯科疾患管理料の提供文書に、口腔機能管理に係る必要な情報
が含まれる場合は差し支えない。

答

　令和２年度診療報酬改定の取り扱いに係る疑義解釈の
一部抜粋を4月20日号に掲載したが、その他を以下に記載
するので、合わせて参考にされたい。
　また日本歯科医学会HPに、2020改定に伴う新設項目、
各種ガイドラインなど、「歯科診療に関する基本的な考え方
（令和2年版）」が掲載されたので、各自で確認の上、診療・
請求されますようお願い致します。

【日本歯科医学会発信の基本的な考え方】
1. 歯周病の治療に関する基本的な考え方（令和2年3月）
2. 口腔機能低下症に関する基本的な考え方（令和2年3月）
3. 口腔機能発達不全症に関する基本的な考え方（令和2年3月）
4. 筋電計による歯ぎしり検査実施に当たっての基本的な考え方
　（令和2年3月）

【各分科会発信の基本的な考え方（保険診療に係わる適用として）】
○ 口腔粘膜の蛍光観察検査に関する基本的な考え方（令和2年3月）
○ 失活前歯の前処置としての築造に関する基本的な考え方（令和
　 2年3月）
○ シリコーンゴム印象材による咬合印象法の基本的な考え方（令和
　 2年3月）

http://www.jads.jp/basic/index.html日本歯科医学会HP

　「小児口唇閉鎖力検査とは、口唇閉鎖力測定器を用いて、口唇閉
鎖力を測定する検査をいう」とあるが、口唇閉鎖力測定器とは具体
的にどのようなものが該当するのか。

【小児口唇閉鎖力検査】
問

　医療機器の一般的名称が「歯科用口唇筋力固定装置」であって、
添付文書（又は取扱説明書）の使用目的上、口唇閉鎖力を測定する
装置であることが記載されている装置が該当する。

答

　「検査の実施に当たっては、「筋電計による歯ぎしり検査の基本的
な考え方」（令和２年３月日本歯科医学会）を遵守すること」とある
が、当該検査の結果が経過観察に該当する場合において、区分番号
「Ｉ017」に掲げる口腔内装置の「注」に規定する歯ぎしりに対する口
腔内装置を製作した際の費用は算定できるか。

【睡眠時歯科筋電図検査】
問

　算定できない。答

　区分番号「Ｉ030-2」に掲げる非経口摂取患者口腔粘膜処置の留
意事項（１）について、「口腔の剥離上皮膜の除去を行った場合」とあ
るが、具体的にどのような処置を行った場合に算定できるのか。

【非経口摂取患者口腔粘膜処置】
問

　経管栄養等を必要とする患者の剥離上皮膜（剥離した口腔粘膜上皮
と唾液、炎症性細胞や細菌の集積からなるもの）の除去を行った場合に
算定できる。単なる日常的口腔清掃のみを行った場合は算定できない。

答

　新設された「6歯以上の先天性部分無歯症又は3歯以上の前歯永
久歯萌出不全（埋伏歯開窓術を必要とするものに限る）」について、
第13部歯科矯正に係る保険診療を行った患者が対象となるのか。

【広範囲顎骨支持型装置埋入手術】
問

　区分番号「Ｉ030-2」に掲げる非経口摂取患者口腔粘膜処置の留
意事項（１）について、「口腔の剥離上皮膜の除去を行った場合」とあ
るが、当該処置を算定する場合の診療報酬明細書の「傷病名部位」
欄の傷病名は「口腔剥離上皮膜」と記載するのか。

問

　そのとおり。答

　そのとおり。答

　特定保険医療材料の機能区分の見直しにおいて、「ＣＡＤ／ＣＡ
Ｍ冠用材料（Ⅲ）を大臼歯に使用した場合は、製品に付属している使
用した材料の名称及びロット番号等を記載した文書（シール等）を
保存して管理すること（診療録に貼付する等）」とされたところ、既に
流通している従前のＣＡＤ／ＣＡＭ冠用材料（Ⅱ）のロット番号等を
記載した文書（シール等）を、ＣＡＤ／ＣＡＭ冠用材料（Ⅲ）のものと
して扱ってよいか。

【特定保険医療材料】
問

　差し支えない。答

　「夜間睡眠時の筋活動を定量的に測定した場合に、一連につき１
回に限り算定する」とあるが、一連につきとはどのように取扱うのか。

問

　当該検査に当たって、診断を目的として必要に応じて複数回の検
査を実施する場合は一連として取扱う。

答

　区分番号「B002」に掲げる歯科特定疾患療養管理料の対象疾患と
して三叉神経ニューロパチーが追加されたが、区分番号「D013」に
掲げる精密触覚機能検査を実施した患者が対象となるか。

【歯科特定疾患療養管理料】
問

　区分番号「D013」に掲げる精密触覚機能検査等により歯科医学的
に三叉神経ニューロパチーと診断された患者が対象である。

答

　区分番号「B002」に掲げる歯科特定疾患療養管理料による管理を
行っている患者であって、口腔機能低下症又は口腔機能発達不全症
が疑われるものに対して、診断を目的として区分番号「D011-2」に掲
げる咀曜能力検査、区分番号「D011-3」に掲げる咬合圧検査又は区
分番号「D012」に掲げる舌圧検査を行った場合に算定できるか。

問

　算定できる。答


